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Ⅱ　公共事業評価経過                                                       

（１）事業実績及び今後の計画

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R３ R4 R5

L=889ｍ   L=650ｍ

（２）進捗状況

前回算定年度　　：H25年度（2013年度）【事業採択】
前回算定時B/C　：7.41
変更理由　　　　：事業費の増額に伴う費用の増加

３．コスト縮減
　などの取組

取 組 の 項 目 取 組 内 容 縮減額（百万円）

施工の最適化 既設消波ブロックの再利用 10

２．事業効果

R3現在

合計（Ｂ） 10,580 合計（Ｃ） 1,739 6.09

R3現在 ・「海岸事業の費用便益分析
指針」（農林水産省、国土交
通省Ｒ２改正）に基づき算出

・経済効果の合計と費用の合
計は、「工期＋５０年」の累
計で算出しＲ３年度に現在価
値化している。

・費用の合計は現在価値化し
ているため事業費と異なる。

浸食防止便益 115 護岸工 1,739

浸水防護便益

起点側を中心に889m、全体延長の58%の整備が完了。
冬期への工事期間見直しにより、事業期間を延伸しているが、事業はおおむね予定どおり進捗しており、今後の実施に当たっても特に大きな支
障となるものはない。

ｂ
ａ：概ね予定どおり実施している。
ｂ：事業計画・期間等を変更し実施する。
ｃ：問題が生じ、実施に支障をきたしている。

10,465

項 目 R3現在

経済効果の内訳（百万円） 費用の内訳（百万円） Ｂ／Ｃ 備 考

項 目

測量設計費

Ⅳ　事業の実施状況

１．進捗状況

施工（工種）区分 工 事 内 容 進捗状況 事業費（百万円）

護岸工 L=1,539m 55% 1,540

調査・設計 79% 155

用地費及補償費 用地買収・物件補償 8% 3

事

業

経

過

事業採択

(2020)

前回評価

３．事業効果を及ぼす
　地域・対象

●　農地冠水被害区域7.7ha、浸水防止家屋59戸

４．関連する事業

事 業 名 事 業 主 体 事 業 期 間 事業費（百万円） 事 業 内 容

事前評価
又は当初

H26
(2014)

H26
(2014)

H26
(2014)

H26
(2014)

２．事業検討の手続
（住民ﾆｰｽﾞの把握等）

●　H24年（2012年）10月　茶志骨海岸の現状・対策方針について標津町役場と打合せ
●　H24年（2012年）12月　茶志骨海岸の現状・対策方針・整備要望について標津漁協と打合せ
●　H26年（2014年） 茶志骨第２地区に着手

1,698 764 297 971 57%
(2021) (2023)

今回評価
R3 R5

変更理由・内容

(1)地元漁業関係者との事前協議により、工事期間を冬期間である12月～3月の期間に見直しするよう要望があったため、冬期施工に伴う事業費の増
額
(2)仮設道路のルートに一般家屋及び倉庫等が近接しており、工事施工に伴う周辺への振動・騒音等の影響が懸念されることから、着手前後における
環境影響調査が必要となったことに伴う事業費の増額
(3)現地調査を実施した結果、既設護岸基礎高が想定位置と相違していることが判明し、水中コンクリート打設量が増となったことに伴う事業費の増
額
(4)工事期間を冬期に見直ししたことにより年間当りの整備可能延長が短くなることから、各年度で品質管理や確実な整備の進捗を達成することが可
能となるよう３年事業期間を延伸

Ⅲ　事業採択前の状況

１．事業採択に至る
　経過と背景

●　S49年（1974年）1月　低気圧による洗掘倒壊が発生。（190ｍ）
●　S53年（1978年）1月　低気圧による洗掘倒壊が発生。（138ｍ）
●　S60年（1985年）7月　低気圧による被災。（884ｍ）
●　H15年（2003年）9月　十勝沖地震による地盤低下。

7

441
H32

980
経
過
年
数

事

業

費

総事業費(a)

計 980 1,698

着手 評価年度 完了予定 進捗率(b)/(a)道負担額 当該年度事業費 累計事業費(b)

平時、災害時を問わず、いかなる事態においても安
定した食料供給機能を維持できるよう、耐震化や老
朽化対策などの防災・減災対策も含め、農地や農業
水利施設等の生産基盤の整備を着実に推進する。

関連する指標 －

（単位：百万円）

総合計画での
位置付け

施策名 農業農村基盤整備における防災・減災対策の推進 総合計画：大項目 生活・安心

総合計画：中項目 強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮 総合計画：小項目 被災リスクの最小化に向けたバックアップ機能の発揮

施策目標

○測量設計費　調査・設計 89 155

事業目的・目標

　茶志骨地区は昭和42年度（1967年度）から侵食
対策として、護岸工・消波工・離岸堤等を整備し面
的防護保全を行ってきた。
　しかし、築造から40年以上経過した護岸は、老朽
化が著しく機能が確保されていない状況である。さ
らに、平成15年（2003年）9月に発生した十勝沖
地震に伴う地盤沈下により、既設護岸の必要天端高
が不足し、越波により背後地が浸水する危険性が生
じている。
　このことから、背後農地及び国土保全のため既設
護岸の機能を強化し長寿命化を図る。

事 業 概 要
　既設護岸のコンクリートに、ひび割れ・剥離・損傷があり、必要天端高も
不足しているため、背後農地等の保全のため機能を強化し長寿命化を図る。

工 事 費 内 訳

（百万円） （百万円）

護岸工 当初計画

●浸水するおそれのある家屋数
　59戸 → 0戸
●冠水するおそれのある農地面積
　7.7ha → 0ha

○用地費及補償費　用地買収・物件補償 3 3

今回評価

○全　体　　L=1,539ｍ

○護岸工　　L=1,539ｍ 888 1,540

934 764
事 業 費 1,698 百万円 負 担 割 合

55.0% 45.0%

Ⅰ　基本事項（基準日時点）

事 業 種 別 道営農地防災事業費（海岸保全施設整備事業（老朽化対策）） 地区名 茶志骨
ちゃしこつ

第
だいに

2 市町村名 標津町

市町村 その他

（様式3）

令和３年度（2021年度）公共事業再評価調書 基準年月日 令和３年８月１日

調 書 番 号 06-15 所 管 部 農政部
作成責任者 農政部農村振興局農村整備課長　五十嵐　尚

担当係 農地防災係（内）２７－６２５



（１）環境上の配慮及び課題

（２）事業推進に対する住民の動向

（３）その他の課題

補足資料
Ⅶ　事業計画変更　                                                  

再評価

変更理由・内容

変更①：事業費の変更
　　　　・地元漁業関係者との事前協議により、施工性・経済性を考慮し冬期間以外となる4月～10月で了解を得ていたが、実施設計段階に
　　　　　おいてサケ・マス漁は7月下旬～11月を漁期としており、近年本海域内における回遊魚の減少による漁獲量の減少が著しいため、
　　　　　工事期間を冬期間である12月～3月の期間に見直しするよう、要望があった。本地区の護岸工は現場打ちコンクリートを主体とす
　　　　　る構造物であり、冬期施工に伴う防寒養生等の必要となったことに伴う事業費の増額
　
変更②：事業費の変更
　　　　・仮設道路のルートに一般家屋及び倉庫等が近接しており、工事施工に伴う周辺への振動・騒音等の影響が懸念される
　　　　　ことから、着手前後における環境影響調査が必要となったことに伴う事業費の増額

　　　　事業期間の延伸
　　　　・地元漁業関係者との協議で年間の施工期間が少なくなったことから、年間当りの整備延長を総合的に勘案し、各年度で品質管理や
　　　　　確実な整備の進捗を達成することが可能となるよう３年事業期間を延伸

変更③：事業費の変更
　　　　・現地調査を実施した結果、既設護岸基礎高が想定位置と相違していることが判明し、水中コンクリート打設量が増となったことに
　　　　　伴う事業費の増額

7変更⑩

変更⑧

変更⑨

変更⑦

変更⑥

変更④

変更⑤

1,698 764 297 971 57%
(2021) (2023)

変更②
H30 H35

変更③ 1回目
R3 R5

1,339 603
(2016) (2020)

(2018) (2023)
1,378 620

変更①
H28 H32

事前評価
又は当初

H26 H26

H26 H26

(2014) (2014)

２．その他の取組
　事項

（単位：百万円）

事

業

経

過

事業採択 着手 変更年度 完了予定

経

過

年

数

事

業

費

H32
980 441

総事業費(a) 道負担額 当該年度事業費 累計事業費(b) 進捗率(b)/(a)

(2014) (2014) (2020)

左記以外の変更

無 有

Ⅵ　備　　考

１．評価履歴

事前評価：該当なし
再評価　：該当なし

４．対処方針

事業の必要性に変化はなく、地元からの早期完成要望も受けているため、令和５年度（2023年度）の完成を目指して事業を継続する。

ａ ａ：継続　　ｂ：終了　　ｃ：休止　　ｄ：中止

事業期間変更の有無 有 事業費変更の有無 有 事業内容変更の有無
目的・規模等に係る変更

２．事業を推進する
　上での課題

●周辺の漁業活動（４月～１１月）に配慮した施工を行う。
●水質汚濁の防止のため、護岸前面堆積土砂掘削埋め戻しは満潮時を避ける等水質環境に配慮した施工を行う。

●事業着手以降、根室地方総合開発期成会を通じて整備促進要望が行われている。

●特になし

３．事業達成の
　見込み

今後の事業実施に当たって特に大きな支障や課題はないが、予定年度での完了に向けて今後は要望どおりの予算を配当する必要がある。

ａ
ａ：現時点では事業の進捗に影響する課題はなく、達成が見込まれる。

ｂ：課題はあるものの達成は可能である。

ｃ：大きな課題があり達成には相当の困難が予想される。

Ⅴ　評　　価

１．必要性

●既設護岸のコンクリートに、ひび割れ・剥離・損傷があり、必要天端高も不足し、越波により背後地が浸水する危険性が
　生じたままであり、事業の必要性に変化はなく、着実に事業の推進を図る必要がある。

ａ
　ａ：事業の必要性に変化はなく予定どおり事業を推進する。　　　ｂ：着工後の状況変化により事業計画の変更が必要である。

　ｃ：着工後の状況変化により事業推進の是非を判断する必要がある。



茶志骨第２地区 起点 SP=0

茶志骨第２地区 終点 SP=1,539

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分1地形図、2万5千分1地形図及び基盤地図情報を使用した。（承認番号 平29情使、第1261号）」
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道道営営農地防災事業費

（海岸保全施設整備事業（老朽化対策））
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